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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

・3/18　13：00～ウエダアキコ様（松平病院通院中）　デイケア見学予定

・3/19・21（火）（木）第9回院内研修「インシデントについて」

メンタルケア病棟3Ｆ17：30～18：30

・3/22(金)13:30～14:00古舘　正行様退院療養検討会　場所：西病棟Bユニットミーティングルーム
＜青明舎利用者様情報＞

鈴木　茂子様～3/13（水）定期訪問時に小遣い帳を確認すると、違算は見られないが、タバコの購入量が1週間で22箱であったとの事。在庫を確認しようとすると、「もう殆ど吸って、無いよ」と話している。喫煙量が増えた原因を確認しようとするが、本人は「色々ね」と詳細については話そうとしない。その原因は解決しそうか問うと、「どうだろうね。でも、今日の診察で先生と話してくるから」と返答している。スタッフより、タバコに変わる発散方法を探してみるよう促すと、映画やカラオケに行く予定もあるが、喫煙量は変わらないだろうと話している。姉とは、定期的に会っているという。明日も会う約束をしているとのこと。彼岸の時期は、友人の墓参りに行きたいと考えていたが、墓地の最寄りのバス停などを覚えておらず、行くかどうかは考えていると話している。主治医より、こずかいの管理と転院希望について確認するように指示があり、3/21（木）14：00～本人、姉様、竹内PSW、青明者スタッフ（是川）、デイケアスタッフ（上野、川井）で面談実施予定。

高柳　和子　様～3/13（水）定期訪問時、薄暗い部屋の中で過ごしていたとの事。最近の様子を確認すると、3/12（火）にデイケアにて、担当スタッフと1時間程面談してきたと話している。話したいことを話せたか確認すると、「色々話せました。話せないこともあったけど」と話している。また、本日の青南病院受診時に担当医とどのような話をしてきたのか確認すると、「先生にデイケアを辞めたい話をしたけど、顔だけでも出すように言われてきました」と話している。「デイケアに通っている他の人でも、ずっと通ってない人もいる」と話しており、本人がもしデイケアの利用を辞めたときに、どのような生活になるのか（アパートに引き籠る可能性が高いこと）を予想している。本人も「弟にも、『何ですぐアパートに引き籠って、人と話そうとしないんだ』と言われました」と話している。人と対峙することで、別の考えが生まれたり、自分とは違う考えに触れ合ったり出来ること等を振り返っている。本人は、今は特に人と触れ合うことに消極的になっており、本人の気持ちに共感しながら、担当医の意向を確認している。また、青明舎のオンコール（24時間対応）についても再度説明し、いつでも利用して欲しい旨を伝えているとの事。

佐藤　朗子　様～3/18～6/17までジョブコーチを利用するとのこと。ジョブコーチにて職場のストレスの軽減を図っていくとのこと。ジョブコーチ利用中は、青明舎の職場訪問を月1回にすることとし、何かあった際は本人より青明舎へ相談することとしている。デイケアの利用を辞めたいと話すため、次回青南病院受診時に担当医へ相談するよう伝えている。また、受診日を木曜日から土曜日にしたいと話すため、それも合わせて青南病院へ相談するよう伝えてたとの事。

我満　奈津紀　様～3/15（金）定期訪問実施。本人の希望していた部屋の片付けは、最近少しずつ取り組んでいたと話している。室内はまだ煩雑している印象であるが、本人は「片付いた」と話している。スタッフより、居間には紙類（新聞紙、学校からの配布物、郵便物）が散乱し、必要な書類をなくすことが多いため、本人が良く座る場所にボックスを3つスタッフが用意し、いつでも仕分けながら片付けられるようにしてはどうか提案している。当日、娘が諏訪クリニック受診、うみねこ教室に通学しており、本人も付き添ってきたとのこと。3/25（月）にはうみねこ教室で説明会があるため、次回青南病院受診時に、処方を2週間分にしてもらう予定だと話している。また、服薬調整していたが、最近はようやく気分も落ち着いてきたと話している。友人関係では、親しくしている夫婦がいるが、その夫から色々と話を受けることで、妻がやきもちを焼くのではないかと申し訳ない気持ちになると話しており、本人の話を傾聴して対応しているとの事。

清水　秋男　様～3/16（土）定期訪問実施。体調は変わりなく、食事も3食摂ることが出来ているとのこと。朝食はパンを食べることが多いという。入浴は青陽館で週2回、洗濯はアパートで週1回（毎週土曜日）に行っていると話す。掃除は暫くしていないというが、埃やゴミは床に落ちてはいない。訪問当日は、久しぶりに兄が様子を伺いにきてくれるとのこと。青南病院に入院している頃は、兄の家に泊まりに行ったり、姉も病院にお見舞いにきてくれたり家族交流があったが、最近は、家族と接する頻度も少なくなってきているとのこと。甥っ子や姪っ子にも暫く会っていないと話すため、彼岸時など仏様を拝むついでに少し兄宅へ寄っても良いと思われることを伝えると「そうだね。遠いけど、暫く墓参りしていないから行っても良いかな」と話していたとの事。

前野　義勝　様～3/16（土）定期訪問実施。訪問すると、不動産会社が訪問しており、台所の床を直している。今朝、不動産会社に、台所の床がギシギシなることを相談したところ、訪問し、すぐに調整してくれたとのこと。調整後は若干きしみ音がするが、以前よりは改善されたと話している。近況を確認すると、特にないと話している。スタッフより、火災保険の話を振ると、「それなんですけどね。私は生活保護だから、火災保険は使えないと思うんですよ」と声を潜めて話している。スタッフより、本人が掛けていた保険は生活保護世帯用のプランであったこと、生活福祉課でも火災保険については把握していることを振り返り、什器手当で購入出来なかった冷蔵庫や掃除機等、必要な家電を買い揃えていってはどうか提案すると、本人も安心している。スタッフより、生活の中で困ったことがあった際にはいつでも青明舎に相談してほしいことを伝えると、本人も納得していたとの事。

平　京子　様～3/17（日）定期訪問実施。体調は良く、生活で困っている事も特にないとのこと。入浴はデイケアにて週2回、掃除や洗濯は週1回行っているとのこと。食事は、朝食は食パン2分の1枚（6枚切り）にマーガリンを付けたもの・スープ・牛乳・ゆで卵、昼食はカップラーメン、夕食はよこまちストアより弁当を購入して摂取することが多いとのこと。弁当を購入する際は、食事のバランスも考え、野菜が多いものを選んだ方が良いと思われることを伝えると「そうね」と答えている。先月血液検査を行ったが、特に医師より何も言われなかったためすべての項目に異常がなかったと思うと話している。金銭面について確認すると、生活保護費内でやりくり出来ており、月5,000円位は貯金出来ているとのこと。

大石　清志　様～3/17（日）定期訪問実施。昼寝をしていたが、慌てて起きている。3月分の八戸市介護保険納付（4800円）の書類が届いており、自分で金融機関に行って払ってくると話している。また、全国生活協同組合連合会より新しい保険サービスの紹介の書類が来ていたが、従来のプランのままで良いと話しながら書類を捨てていた。最近困っていることがあるか確認すると以下の3点について相談あり。

①新しいメガネが出来たため、メガネ屋まで同行支援してほしい

（対応内容：3/19午前中に行く予定としている）

②滝沢村の土地の処分は、いつすれば良いか。また、権利書を以前泥棒にとられたがどうすれば良いか

（対応内容：生活保護を申請する際、滝沢村の土地も財産として扱われるため、生活保護申請時までには土地を処分した方が良いと思われることを説明している。また、必要ない土地であれば、生活保護申請の相談に生活福祉課に行った際に、滝沢村の土地の権利を放棄することを伝え、土地の処分について生活福祉課に相談することも１つの手段であることを説明している）

③青南病院の入院費代を今になってから5万円弱支払うように言われ支払いはしてきた。受付に理由を尋ねても言葉を濁してきちんと説明しなかったから、納得がいかない。

（対応内容：本人の気持ちを受容しつつ、納得がいかず怒っているなら、もう一度青南病院へ確認した方が良いことを伝えている）

柳町　信之　様～11月から入浴していない。家族・主治医・外来など関係機関からの協力もあるが入浴することができていない。木曜日の外来受診時にデイケアスタッフが本人に会いに行き、青明舎のお風呂に入って頂くように説得しにいく。

北村　奈美　様～デイケアで掃除を教えて下さいと電話をしたがプログラム以外では無理だと話されて、次に青山荘に電話したところ、青明舎を紹介されて電話したと話していたとの事。掃除を覚えたいが、父様は認知症で教えてもらえないと話している。青明舎に来たら掃除の仕方を教えること伝えているが、まだ来所されていない。3/17（日）外来に「飛び降りたい」と希死的発言の電話をしてきている。

＜グループホーム利用者様情報＞

其田　淑子　様～左足のむくみが酷く、右足よりも5ｃｍ太くなっている。足のむくみがあり、3/13（水）から利尿剤が処方されている。主治医に報告し、泌尿器科などで検査も必要ではないか。また、保護者である兄様の認知症が進んでいる。以前、兄様にもしものことがあった時には甥様にお願いすると話していた。1月と3/16に話し合いを実施し、甥様が保護者になって頂くことが決まっている。

関　　秀治　様～パンションの掃除をしているが、4月からオーナーが変更になる事を気にしており、落ち着かない様子が見られていた。本日、新しいオーナーと話し会い勤務日数は今まで通り、月・水・金曜日で変更ないとの事。慣れるまでは動きがある可能性があるため、経過観察していく。

田中　一　　様～先週強迫観念について気にすれば、気にする程酷くなって、コントロール出来ないと訴えている。希望しない大学に入ったことや希望しない病気になったことなど過去のことを話、強迫観念が出てきて「こうでなければならない」という思いがあるとの事。人の道として外れたことをしていなければ立派な生き方であること説明すると納得されている。

＜事例検討＞

佐藤　朗子　様（34）統合失調症　H24.2月よりデイケア利用　安ヶ平Dr

検討事項

デイケアの必要性について

長期目標

病状の安定を図り、生活を維持する

中期目標

①病状悪化に繋がらないように不安や不満などのストレスに対処できる。

②食事量（間食）を把握をしながら標準体重に近づける

短期目標

①病識を理解し不安や不満などある際には、相談をする事が出来る。

②運動プログラムや栄養指導に積極的に参加をする。

治療計画

①月に一度は来所し、生活や就労においての近況確認を行い、不安や不満がある際には、対処法を共に検討し、病状悪化に繋がらないようにする。

②標準体重に近づくために栄養指導や運動プログラムへの参加を積極的に行えるように声がけし成果が見られたらその都度、評価をする。

現状

· 月に1度来所し、生活や就労において近況確認をする事になっていたがH24年8月より来所できていない。⇒欠席の理由：体調不良、疲れ

· 放送大学と就労（老人ホームの洗濯）を行っている。

· 来所時は常に対人関係のストレスを訴えている。

· 規則正しい生活をしている。

· 服薬の重要性を理解し、忘薬しない。

· 昨年の夏頃に「できることが増えてきているし、もうそろそろデイケアを卒業しても良いのでは。何のためにデイケアに来ているのか。」と本人に話した時に「デイケアとは繋がっていたい。」と話していた。

· 来所しても運動プログラムに参加したことがない。他のプログラムにもほとんど参加したことがない。

· 1ヶ月前まで、主治医に相談して人間関係などの理由で仕事を1週間休むなど、仕事を休みがちになり有休が無くなってしまった。青明舎と職場の担当スタッフで話し合いを実施している。本人が職場でジョブコーチを利用している人をみて、自身で利用を希望して3/18～6/17までジョブコーチを週に2回利用することとなった。⇒デイケアをやめたいと訴えがあるのは、ジョブコーチを利用することで相談場所ができるからではないか。

検討結果

· 現在ジョブコーチを利用するため、デイケアを一度退所しても良いが、その際には必要であればいつでもデイケアに戻ってくることができることを説明する。また、現在の目標の体重減少については本人が悩んでいない為、本人の困っている対人関係などについてアプローチしていけるように、SSTの活用を促すなど本人と利用目的を確認していく。

＜利用者様情報＞

・赤石　陽介　様～本日、退院時療養検討会実施。3/25退院予定。退院後は以前から決まっていたヘルニアの手術のため日赤病院に入院予定である。3/22にMRI実施し、手術日を決定するとの事。デイの利用開始日は決まっていないが、週1回月曜日の利用予定。初外来は4/1、毎週月曜日に受診予定。デイケアの他に、青明舎、訪問看護（2週に1）、あゆみの会を利用予定。現在治療の受け入れ良好であるが、慣れてくるとスタッフに依存的になりルールを守れないため、注意が必要である。作業ではルーチンワークはでき、本人も好きだと話すが他の作業だと拒否をする。歩行は杖がなくてもできているが、とっさの動きは難しいとの事。握力は入院時3ｋｇしかなかったが、現在は15ｋｇあり身体状況が回復していきている。デイケアの利用はストレスや心気的訴えが多いため、困っていることを話したり、相談してストレスを軽減することを目的とする。

・巴　　勇樹　様～ロッカーの鍵を紛失したと話され、スペアキーにて対応している。 ご家族へ報告すると、自宅でみかけたとの事で、後日に持参して頂く事にしている。引き続き、貴重品取り扱いの大切さを伝え、管理状況を観察していく。

・其田　淑子　様～左足が腫れており、右足よりも5ｃｍ太くなっている。通所時に朝晩足の太さを測定して経過観察していく。

＜外来情報＞

・寺沢　彩　　様～夜間睡眠不安定なため、就床前薬が変更になっている。

・繁名　和恵　様～次回採血予定。

・磯島　貴広　様～本日採血と栄養指導を実施している。

